別添様式１
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長崎県・長崎市立高城台小学校・６年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みやはら),宮原)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),華)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(れん),怜)
すがすがしい朝の空気、長い坂の上から聞こえるのは、ピーピッという笛の音。これは私の登校中の風景。交通指導員の仰木さんは、毎日、通学路の交差点に立って子ども達の交通安全を守ってくださる優しいおじいさんだ。他にも、まちのパトロールや、森づくり、草刈りもしてくださっている。私は時々、その横を、あいさつもせずに通り過ぎる人を見かけて、悲しくなることがある。そこで、感謝の気持ちがもっと広がることを願って、仰木さんの絵を描き、学校に掲示してもらった。その後、掲示期間が終わり、手元に戻ってきた絵を仰木さんに贈ろうと、ご自宅へ伺った。快く迎えてくださった仰木さんに、どうして人のためにがんばれるのか、思い切ってたずねてみた。
仰木さんには目標があるそうだ。それは、子ども達の安全を守ること、その子ども達が大人になり違う所に行っても、「また帰って来たい」と思えるまちにすること。仰木さんが交通指導員を始めた十二年前は、この地域に桜の木が無く、近所の人の名前も言えないくらい交流が無かったそうだ。そこで、大人になってまちを離れていく子ども達が、ふるさとで花見をしようと、たまに帰って来たくなるように、また、近所の人々の交流の場になるように桜の木を植え始めたと教えてくださった。たくさんの話を聞かせて頂いた中で、
「昔の子ども達はよくけんかをして発散できたけれど、今の子ども達はそれができない。もやもやした気持ちを体の外に出すことができないまま溜め続けて、いじめや非行、自殺をしてしまう。かわいそうな子が多い。」
と寂しそうに語られたことが、とても印象的だった。
最近、ＳＮＳによる誹謗中傷やあおり運転の報道を見ることが多く、私はこれを、顔をかくして悪いことをする「いじめ」だと思って、とても嫌っていた。しかし、仰木さんの言う「かわいそう」という視点で見ると、置かれた立場や環境のせいで負の感情を溜め過ぎて、怒りや欲望をおさえきれずに罪を犯してしまったと考えることができる。祖父がよく言っている 「罪を憎んで、人を憎まず。」という言葉が、胸にストンと落ちた。
その帰り道、私は、「仰木さんに感謝の気持ちをもっと持とう。」と学校で呼びかけたことが、恥ずかしく思えた。仰木さんは、人の評価など関係なく、信念を持ってひたむきにがんばっていることを知ったからだ。それなのに、私はまだ近所の人の名前も言えない。「私には何ができるだろう‥‥‥。」と考えながら歩いていると、ふと、小学校で行っている「あいさつ運動」を思い出した。「おはようございます」の一言は、すっきりしない気分の時でも、声に出してみると心を軽くしてくれる。すがすがしいあいさつなら、周りを生き生きとさせる。もっとたくさんの人が、誰かの役に立ちたいと思えるような活気のあるまちにするために、私にできる第一歩は、すがすがしいあいさつを続けることだ。
また、すべての子ども達に、分けへだてなくかけ続けている仰木さんの愛情を思うと、悪いことをした人もみんな、誰かに愛された子どもだったと気付き、悪人だ、怖い人だと排除する必要はないと分かった。運動や勉強、仕事をがんばっている人を応援するのが当たり前なように、過去に罪を犯した人が社会復帰をがんばっていれば応援するのも当たり前なことだ。「この社会で前向きに生きていくことを、みんな誰でも認められている。」そう思うと、温かな気持ちが胸いっぱいに広がった。
私はいま、多くの人にこのことを伝え、温かな気持ちの連鎖をさせたいと思っている。まち全体に広まれば、不安を抱えて悩んでいる人に気付いた時に、ためらうことなく声をかけて、話を聞いてあげることができる。逆に、つらく苦しい立場に立った時には、誰かに助けを求めることを恥ずかしいと思わずに、たよることができるだろう。私はこのように、誰にとっても明るい社会をつくっていきたい。

法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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